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2広報せきかわ　2011・９月号�

食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
た

　
　
　
　
め
に
必
要
な
こ
と
。
で

　
　
　
　
も
、
た
だ
食
べ
れ
ば
い

い
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
皆
さ
ん
は
一

日
三
度
の
食
事
を
き
ち
ん
と
摂
っ

て
い
ま
す
か
？ �

　
今
月
は
、「
食
」
を
テ
ー
マ
に
、

村
が
実
施
し
た
「
食
生
活
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
か
ら
見
え
る

現
状
と
課
題
の
ほ
か
、
村
の
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。�

��

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
っ
て
？�

「
主
食
＋
主
菜
＋
副
菜
１
〜
２

品
」
を
心
掛
け
よ
う
！�

�
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
…

　
　
　
　
良
く
耳
に
し
ま
す
よ
ね
。

　
　
　
　
で
は
、
ど
の
よ
う
な
食

事
が
「
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
」

な
の
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？�

　
そ
も
そ
も
バ
ラ
ン
ス
と
は
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
こ
と
を
さ
し
ま
す
。

「
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
」

の
基
本
は
、
①
主
食
（
ご
は
ん
、

め
ん
類
、
パ
ン
な
ど
）
②
主
菜
（
肉
、

魚
な
ど
）
③
副
菜
（
サ
ラ
ダ
、
お

ひ
た
し
、
ひ
じ
き
な
ど
）
１
〜
２

品
が
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
が
基
本

で
、
そ
こ
に
牛
乳
や
果
物
を
組
み

合
わ
せ
る
の
が
理
想
的
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。�

��

間
食
は
適
度
に
ガ
マ
ン
を
！�

�

間
食
を
食
べ
す
ぎ
る
と
、

　
　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
過
剰
摂

　
　
　
　
取
に
陥
り
、
肥
満
に
な

り
が
ち
で
す
。�

　
一
切
を
禁
止
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
適
度
に
楽
し
み
、
生

活
習
慣
病
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意

し
ま
し
ょ
う
。�

【
こ
こ
で
ポ
イ
ン
ト
】�

　
間
食
す
る
時
間
は
「
午
後
四
時
」

ま
で
を
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。�

遅
い
時
間
に
食
べ
る
と
、
脂
肪
と

し
て
蓄
積
さ
れ
ま
す
。�

　
間
食
を
食
べ
た
く
な
ら
な
い
よ

う
に
、
三
度
の
食
事
を
し
っ
か
り

食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。�

�

�

村
で
は
「
食
生
活
」
に
関
す
る�

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た�

�

村
で
は
、
関
川
村
健
康
づ

　
　
　
　
く
り
計
画
「
健
康
せ
き

　
　
　
　
か
わ
21
」
の
策
定
に
あ

た
り
、
平
成
十
六
年
と
平
成
二
十

二
年
に
、
村
内
の
園
児
や
児
童
、

生
徒
、
そ
の
保
護
者
な
ど
を
対
象

に
「
食
生
活
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
子
ど

も
た
ち
や
高
齢
者
の
食
生
活
に
お

け
る
現
状
と
課
題
な
ど
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。�

�

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て

次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。�

�

１
日
３
食
、

１
日
３
食
、�

　ち
ゃ
ん
と
食
べ
て
い
ま
す
か
？

ち
ゃ
ん
と
食
べ
て
い
ま
す
か
？�

１
日
３
食
、

１
日
３
食
、�

　ち
ゃ
ん
と
食
べ
て
い
ま
す
か
？

ち
ゃ
ん
と
食
べ
て
い
ま
す
か
？�

１
日
３
食
、

１
日
３
食
、�

　ち
ゃ
ん
と
食
べ
て
い
ま
す
か
？

ち
ゃ
ん
と
食
べ
て
い
ま
す
か
？�

１
日
３
食
、�

　ち
ゃ
ん
と
食
べ
て
い
ま
す
か
？�

◆特集◆　「食」について　５ページまで�
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◆特集◆　「食」について�

平成16年に調査していない項目は空欄になっています�
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・朝食を欠食する子が多い

　　⇒関川小：4.2％　関川中：8.2％

・午後10時以降に寝る子が多い

　　⇒小学生：16.9％

・寝不足を感じている子が多い

　　⇒小学生：5.5％　中学生：12.7％

・間食の多い子がいる

　　⇒ジュースを毎日飲む：18.4％

学童・思春期の現状と課題

・朝食を欠食する子、保護者がいる

　　⇒園児：５％　保護者：9.6％

・野菜嫌いの子が多い

　　⇒園児：31.2％

・間食をする子が多い

　　⇒１日３回以上　３歳児：17.2％

・遅寝、遅起きの子がいる

　　⇒午後10時以降に就寝　３歳児：13.8％

乳幼児期の現状と課題

・65歳以上の高齢者で欠食する人がいる

　　⇒11.8％

・65歳以上の高齢者で毎食、野菜を食べ

　る人の割合が多い

　　⇒86.7％

高齢期の現状と課題

・肥満、糖代謝異常、脂質代謝異常が現在も

　多い

・男女とも全く牛乳を飲んでいない人が多い

　　⇒コホート調査で現状を調査

・食生活改善推進員の活動などにより、郷土

　料理や食文化を伝える場が増えた

青壮年期の現状と課題

　
前
ペ
ー
ジ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に

現
状
と
課
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
に
つ
い

て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　小
学
校
で
の
取
り
組
み

　
子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
を
目

的
と
し
て
学
期
ご
と
に
「
元
気
ア

ッ
プ
週
間
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
子
ど
も
た

ち
へ
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は

ん
」
の
実
践
を
促
し
、
保
護
者
へ

の
意
識
づ
け
に
重
点
を
置
い
て
い

ま
す
。

　
実
際
に
、
こ
の
取
り
組
み
を
始

め
て
か
ら
、
早
く
寝
る
よ
う
に
な

っ
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
朝
食
を

作
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
の
効
果

が
表
れ
て
い
ま
す
。

　保
育
園
で
の
取
り
組
み

　
現
在
、
年
長
児
と
年
中
児
を
対

象
に
「
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
」
を

活
用
し
た
食
育
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
村
の
管
理
栄

養
士
が
、
子
ど
も
た
ち
に
元
気
パ

ワ
ー
の
三
つ
の
合
言
葉
と
し
て

「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
を

し
「
昨
日
は
何
時
に
寝
た
か
な
？
」

「
朝
ご
は
ん
食
べ
る
時
間
は
あ
っ

た
か
な
？
」
と
一
緒
に
考
え
な
が

ら
、「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　食事の影響は10年後、20年後に出ます。

今の「食事」が将来の「健康」を作ります。

小さい頃からの食育はとても大切です。主食・

主菜・副菜のそろった朝食を摂るようにし、

「早寝・早起き・朝ごはん」を合言葉に今も

将来も健康で過ごしましょう。

関川小学校　太田寛子栄養主査から

　お子さんが保育園や学校で生き生きと活動
するためには「早寝・早起き・朝ごはん」で
生活リズムを整えることが大切です。簡単に
すませがちな朝ごはんですが、しっかり食べ
ましょう。
　子どもは大人をよく見ています。子ど
もだけではなく、家族ぐるみで実践し、
毎日元気に過ごしましょう。

住民福祉課　加藤　悠管理栄養士から

◆特集◆　「食」について



一人暮らしの男性の皆さんへ

「男しょの会」って知っていますか？
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食材を無駄にしてしまう

　認知症の進行によって、食材だ
け大量に買ってしまい、買った食
材のことを忘れて、結局、料理も
せず、食べず、捨ててしまうとい
った現状があります。

食材の確保が困難

　今までは自分で買い物に行けたのに、足腰の弱まりが原因で買い物にも行
けなくなり、その結果、食材を確保することが困難となります。
　食材を確保できたとしても、足腰が弱いため、台所に長く立てず、徐々に
料理する機会を失ったり、料理することに対する意欲の低下により「作るこ
とができない」人が増えています。

同居しているのに…孤食

　若夫婦と同居しているにも関わ
らず、食べ物の好みが合わないな
どの理由で、食事に関しては孤立
してしまうといった現状がありま
す。

　
高
齢
化
率
が
三
十
四
％
を
超
え
る
関
川
村
。
高
齢
者
の
単

身
世
帯
、
老
人
の
み
の
世
帯
が
増
え
て
い
る
状
況
の
中
、
高

齢
者
の
「
食
」
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

食
事
が
確
保
で
き
な
い
・
孤
食
・

　
　
　
　
　
　
買
い
物
に
行
け
な
い
…

こ
れ
が
村
内
高
齢
者
に
お
け
る
「
食
」
の
現
状
で
す

　高齢者や障がい者の「食」の確保と安否確認

を目的として、配食サービス事業を実施してい

ます。ボランティアの皆さんと村仕出し組合の

皆さんが、あなたの食事をサポートします！

●昼食は日曜日を除く週６日間。夕食は毎週木

　曜日に配食します！

　男性の一人暮らし…一番困るのが「食事」で

はないでしょうか。村では、むつみ荘と連携し、

「食」を通じた交流を目的として、月に一度「男

しょの会」を開催しています。

●現在利用者は少ないものの、皆さん月に一度

　のこの会を本当に楽しみにしていました！

利用者の声：小野ナミさん（下関）

　「食事を配達してくれるだけでもありがたい
のに、自分のことを気にかけてくれるので嬉し
く思います。これがきっかけでボランティアの
方たちとつながりができました」

利用者の声：松田敏夫さん（山本）

　「きっかけは、平成７年に妻を亡くしてから、
食事の面が心配で、この会に参加するようにな
りました。ここに来てからレパートリーも増え
ました。他の参加者といろいろな話もできるの
が楽しいです」

問い合わせ先
関川村社会福祉協議会　TEL64－0111

問い合わせ先
関川村地域包括支援センター　TEL64－1473

一人暮らしの男性の皆さんへ

「男しょの会」って知っていますか？
村では配食サービス事業を実施しています
～人から人への心のぬくもりを
　　　　　　　　　　お届けします～

村では配食サービス事業を実施しています
～人から人への心のぬくもりを
　　　　　　　　　　お届けします～

◆特集◆　「食」について
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村
の
長
寿
番
付
と
し
て
、
男
女

そ
れ
ぞ
れ
上
位
二
十
人
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

　
現
在
、
村
の
総
人
口
は
六
千
五

百
九
十
人
（
七
月
末
現
在
）
。
そ

の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
は
、

二
千
二
百
五
十
八
人
で
、
全
体
の

三
四
・
三
％
を
占
め
て
い
ま
す
。�

　
十
九
日
の
敬
老
の
日
は
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
日

ご
ろ
の
感
謝
を
伝
え
、
一
緒
に
長

寿
を
祝
い
ま
し
ょ
う
。�

�
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん�

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
ね�

＊長寿者本人または家族の方から承諾をいただいた方を掲載しました。�

村の長寿者番付�
＊８月25日現在（敬称略）�

氏　　名�

八　幡　安　治�

米　野　佐　一�

高　橋　喜　作�

横　山　森之介�

渡　邉　鉄　雄�

佐　藤　伴　治�

高 橋 重右エ門�

小　池　壽　哉�

五十嵐　源之��

小　山　喜久雄�

高　橋　和　夫�

高　橋　　　巖�

富　樫　宗　吉�

須　貝　　　薫�

傳　　　雄　利�

渡　邉　勝　一�

高　橋　忠　次�

伊　藤　新　一�

田　村　清　身�

市　井　松　野�

集落名�

高　瀬�

小　見�

大　石�

久　保�

下　関�

下　関�

蛇　喰�

下　関�

上川口�

大内渕�

上土沢�

金　俣�

下土沢�

蛇　喰�

大　島�

勝　蔵�

大　石�

大内渕�

平内新�

大　島�

氏　　名�

渡　邉　チ　エ�

大　島　サ　ク�

伊　藤　ミドリ�

高　橋　サ　キ�

五十嵐　フ　ミ�

渡　邉　ヨ　シ�

近　　　ミ　ネ�

大　島　リ　イ�

中　束　キ　ク�

佐　藤　ス　ミ�

佐　藤　ギ　ン�

和　田　ミ　ヱ�

小　池　初　井�

渡　邉　マサノ�

小　池　ハ　レ�

船　山　一　枝�

近　　　ミトリ�

小　澤　ツ　ヨ�

山　口　か　つ�

伊　藤　リ　イ�

集落名�

小和田�

上野新�

沼�

蛇　喰�

上川口�

打　上�

宮　前�

上野新�

蕨　野�

大　島�

朴　坂�

下　関�

下　関�

高　田�

下　関�

勝　蔵�

上　関�

松ヶ丘�

大　島�

小和田�

年齢�

100�

99�

99�

97�

95�

95�

94�

93�

93�

92�

92�

92�

92�

91�

91�

91�

91�

91�

91�

91

年齢�

104�

102�

100�

99�

99�

98�

98�

97�

97�

97�

97�

97�

97�

97�

97�

97�

97�

96�

96�

96

男　　　　性� 女　　　　性�

高橋重右エ門さん�

（蛇喰・94才）�

　
「
元
気
の
秘
訣
は
、
規
則
正
し

い
生
活
を
送
り
、
一
日
三
度
の
食

事
」。
こ
う
話
す
の
は
今
年
九
十
四

歳
を
迎
え
た
高
橋
重
右
エ
門
さ
ん
。�

　
十
二
年
前
に
、
最
愛
の
妻
を
亡

く
し
、
そ
れ
以
降
、
高
橋
さ
ん
は

一
人
暮
ら
し
。
高
齢
者
の
独
り
暮

ら
し
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る

今
の
時
代
、
高
橋
さ
ん
は
料
理
や

掃
除
な
ど
の
家
事
を
す
べ
て
一
人

で
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
高
橋
さ
ん
に
は
日
課
が
あ
り
ま

す
。
一
つ
目
は
「
明
日
の
計
画
を

立
て
る
こ
と
」
。
決
し
て
無
理
な

計
画
で
は
な
く
、
で
き
る
範
囲
の

計
画
を
立
て
、
必
ず
実
行
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
二
つ
目
は
「
神

仏
に
感
謝
す
る
こ
と
」
。
苦
し
い

と
き
の
神
頼
み
で
は
な
く
、
今
日

ま
で
元
気
に
過
ご
し
て
く
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
へ
の
感
謝
。
三
つ

目
は
「
整
理
整
頓
を
す
る
こ
と
」。

茶
の
間
や
寝
室
、
玄
関
な
ど
、
ほ

ぼ
毎
日
、
掃
き
掃
除
を
行
っ
て
い

ま
す
。
「
気
分
が
爽
快
に
な
っ
て

本
当
に
気
持
ち
良
い
。
こ
れ
も
元

気
の
秘
訣
で
す
よ
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
四
つ
目

は
「
日
記
を
書
く
こ
と
」
。
羽
越

水
害
後
か
ら
毎
日
、
そ
の
日
感
じ

た
こ
と
や
出
来
事
な
ど
を
ノ
ー
ト

に
書
き
留
め
る
よ
う
に
な
り
、
四

十
年
以
上
続
い
て
い
ま
す
。�

　
そ
ん
な
高
橋
さ
ん
が
最
近
ハ
マ

っ
て
い
る
の
が
「
俳
句
」。「
一
日

一
作
」
が
目
標
で
、
自
分
の
気
持

ち
や
感
情
を
十
七
文
字
で
表
現
す

る
こ
と
が
楽
し
み
だ
と
か
。�

　
「
ボ
ケ
な
い
た
め
に
頭
を
使
う

よ
う
に
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と

優
し
く
微
笑
ん
で
話
す
高
橋
さ
ん

が
印
象
的
で
し
た
。�

体
も
頭
も
活
用
す
る
こ
と
が
大
事�

私の�
元気の秘訣�



今
年
の
新
成
人
は

　
関
川
中
学
校
の
第
一
期
生
七
十
三
人
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八
月
十
五
日
、
第
五
十
七
回
関

川
村
成
人
式
が
村
民
会
館
大
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
新
成
人
は
、
平
成
十
七

年
に
統
合
し
た
関
川
中
学
校
の
第

一
期
生
で
、
式
典
に
は
、
七
十
三

人
の
新
成
人
の
う
ち
五
十
五
人
が

参
加
。

　
久
し
ぶ
り
の
友
人
と
の
再
会
と

あ
っ
て
、
会
場
内
は
、
た
く
さ
ん

の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
新
成
人
を
代
表
し
、
小
野
佐
季

さ
ん
（
下
関
）
が
「
三
月
十
一
日
、

未
曽
有
の
大
震
災
が
起
き
た
年
に

成
人
式
を
迎
え
る
私
た
ち
は
、
こ

の
国
の
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
先
、
一
人
ひ
と
り
進
む

道
は
違
う
け
れ
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
頑

張
っ
て
進
ん
で
い
き
た
い
」
と
力

強
く
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
成
人
式
に
参
加
す
る
た
め
、
仙

台
市
青
葉
区
か
ら
帰
省
し
た
遠
藤

絢
さ
ん
（
旧
姓
・
八
巻
、
辰
田
新

出
身
）
は
「
み
ん
な
と
は
五
、
六

年
ぶ
り
に
会
い
ま
し
た
。
み
ん
な

大
人
っ
ぽ
く
な
っ
て
い
て
び
っ
く

り
し
て
い
ま
す
。
関
川
村
は
、
い

つ
帰
っ
て
き
て
も
落
ち
着
け
る
村

で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
の
新
成
人
は

　
関
川
中
学
校
の
第
一
期
生
七
十
三
人

新
成
人
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

　
「
無
限
の
可
能
性
」
に

　
　
　
　
　
　
期
待
し
て
い
ま
す

新
成
人
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

　
「
無
限
の
可
能
性
」
に

　
　
　
　
　
　
期
待
し
て
い
ま
す

祝・成人祝・成人



秋の全国交通安全運動秋の全国交通安全運動
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８
月
臨
時
村
議
会

議 会 の
動 　 き

　
村
議
会
議
員
の
改
選
後
は
じ
め

て
の
臨
時
村
議
会
が
八
月
一
日
に

開
か
れ
ま
し
た
。
正
副
議
長
、
各

常
任
委
員
会
委
員
な
ど
議
会
の
構

成
が
決
定
し
た
ほ
か
、
七
つ
の
案

件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
正
副
議
長

▽
議
　
長
…
…
…
高
橋
　
八
男

▽
副
議
長
…
…
…
渡
辺
　
健
作

■
各
常
任
委
員
会
委
員

―
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
―

▽
委
員
長
…
…
…
津
野
　
庄
衛

▽
副
委
員
長
…
…
須
貝
　
謙
一

▽
委
　
員
…
…
…
菅
原
　
　
修

　
　
　
　
　
　
　
伝
　
　
信
男

　
　
　
　
　
　
　
平
田
ゆ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
八
男

―
産
業
建
設
常
任
委
員
会
―

▽
委
員
長
…
…
…
渡
辺
　
秀
雄

▽
副
委
員
長
…
…
平
田
　
　
広

▽
委
　
員
…
…
…
佐
藤
　
友
之

　
　
　
　
　
　
　
古
川
　
芳
房

　
　
　
　
　
　
　
近
　
　
良
平

　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
健
作

―
議
会
運
営
委
員
会
―

▽
委
員
長
…
…
…
伝
　
　
信
男

▽
副
委
員
長
…
…
古
川
　
芳
房

▽
委
　
員
…
…
…
渡
辺
　
秀
雄

　
　
　
　
　
　
　
津
野
　
庄
衛

　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
健
作

―
広
報
対
策
特
別
委
員
会
―

▽
委
員
長
…
…
…
平
田
ゆ
か
り

▽
副
委
員
長
…
…
菅
原
　
　
修

▽
委
　
員
…
…
…
佐
藤
　
友
之

　
　
　
　
　
　
　
古
川
　
芳
房

　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
秀
雄

　
　
　
　
　
　
　
津
野
　
庄
衛

―
監
査
委
員
の
選
任
―

▽
監
査
委
員
…
…
近
　
　
良
平

村
議
会
の
構
成
も
決
定

議
会
の
構
成

　この時期は夕暮れの早まりと秋の行楽期が重

なり交通事故が多発します。交通ルールを守り

安全運転に心がけましょう。

運動の重点

●子どもと高齢者の交通事故防止 

●夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の
　交通事故防止

●全ての座席のシートベルトとチャイルドシ
　ートの正しい着用の徹底

●飲酒運転の根絶

　８月24日現在、県内では交通死亡事故が多発し

ています。昨年の同時期に比べ、県内の交通事故

死者数は８人の増加となっています。

　また、村内の方が村外へ出かけ、交通事故に遭

うといったケース

も増えています。

これから行楽シー

ズン本番を迎えま

すが、交通事故に

遭わないよう気を

つけましょう。

9月1日（木）～9月30日（金）
シートベルト・チャイルドシート

着用強調月間
～カチっとベルトパーフェクト運動～

全ての座席のシートベルトとチャイルドシートを
正しく着用しましょう。

9月30日（金）は
「交通事故死ゼロを目指す日」

県内で死亡事故多発！！
9月21日（水）～9月30日（金）

秋の全国交通安全運動
～夕暮れはスピード控え早めのライト～

区分

村上管内

関川村

県　内

交通事故（人身）の状況
　　　　　　　（平成23年１月１日～８月24日）

発生件数 死 者 数 負傷者数

本年 

113

4

5,623

前年比

▲77

▲9

▲552

本年 

4

1

78

前年比

2

1

8

本年 

141

3

6,870

前年比

▲111

▲16

▲714
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「後発医薬品（ジェネリック医薬品）」とは…�

　「後発医薬品」とは、先発医薬品（最初に作られた薬）の特

許期間の終了後に、先発医薬品と同じ成分を使って製造される

もので、効き目や安全性は確認されています。�

　後発医薬品は、先発医薬品に比べて一般的に低価格なため、

とても経済的な薬です。�

　後発医薬品を利用することで、患者さんの薬代の負担を減ら

すとともに、医療費節約で医療保険制度の安定にもつながりま

す。�

�

後発医薬品を利用するには…�

　処方せんにある「後発医薬品への変更不可」の欄に、お医者さんからのサインがなければ後発医

薬品への変更が可能ですので、薬剤師さんに相談してみましょう。�

　�

�

�

�

「後発医薬品希望カード」を活用しましょう�

　「後発医薬品希望カード」をお医者さんや薬剤師さんに見�

せれば、後発医薬品に変更の意思があることが簡単に伝わり�

ます。�

　右のカードは、役場住民福祉課住民福祉班にも用意してい�

ます。�

Vol .３　後発医薬品を利用しましょう�

後期高齢者医療制度に関する問い合わせ先　　住民福祉課住民福祉班　TEL 64－1471

こうはついやくひん�

【かかりつけのお医者さんや薬剤師さんによく相談しましょう】�

　後発医薬品に切り替えるときは、薬の効果や副作用など、今使っている薬と異な

る点について詳しく確認しましょう。�



清流荒川�
２年ぶりに水質日本一�
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八
月
三
日
、
「
郷
倉
」
の
今
後

の
整
備
と
活
用
に
つ
い
て
考
え
よ

う
と
村
民
会
館
会
議
室
で
米
沢
街

道
地
域
づ
く
り
検
討
会
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
村
と
の
懇
談
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。�

　
「
郷
倉
」
と
は
、
元
々
、
江
戸

時
代
か
ら
あ
る
も
の
で
、
年
貢
米

の
保
管
や
穀
物
等
を
貯
蔵
す
る
目

的
で
郷
村
に
設
け
ら
れ
た
共
同
穀

倉
の
こ
と
。�

　
下
関
地
内
に
あ
る
「
郷
倉
」
は
、

昭
和
十
年
八
月
二
十
六
日
に
建
築

さ
れ
、
建
築
後
七
十
六
年
が
経
過

し
、
現
在
は
古
民
具
が
多
数
保
管

さ
れ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。�

　
懇
談
会
で
は
、
「
郷
倉
」
の
歴

史
的
価
値
や
渡
辺
邸
を
中
心
と
し

た
旧
米
沢
街
道
の
街
並
み
に
ふ
さ

わ
し
い
利
用
価
値
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
、
様
々
な
意
見

が
飛
び
交
い
ま
し
た
。�

　
同
検
討
会
の
米
野
紀
男
会
長
（
上

関
）
は
「
郷
倉
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
意
見

を
聞
い
て
い
き
た
い
。
そ
の
う
え

で
今
後
の
方
向
性
を
見
つ
け
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
「
郷
倉
」
の
活
用
を
考
え
る
検

討
会
は
今
後
も
定
期
的
に
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。�

「郷倉」の活用を考える�
～米沢街道地域づくり検討会～�

▲下関地内にある「郷倉」�

　国土交通省が昨年実施した水質調査で、

関川村を流れる清流・荒川の水質が全国で

最もきれいだということが分かりました。

過去には平成15年から平成17年の水質調

査ランキングで３年連続の日本一となった

ほか、平成20年の調査でも日本一となり、

今回２年ぶりに日本一に返り咲きました。�

　この調査は、国が管理する全国165の河

川を対象に実施したもので、全国で最も水

質が良かったのは荒川など８道県の13河川。�

　水質は、水質汚染の元となる有機物の指

標、生物化学的酸素要求量（BOD）の年

間平均値で比較したもので、荒川など６河

川はいずれも１㍑当たりBOD値が0.5㎎/

�の数値でした。�

　これからもきれいな荒川を大切にしまし

ょう。�

清流荒川�
２年ぶりに水質日本一�

　
今
年
で
二
十
五
回
目
を
迎
え
た

「
お
お
い
し
ダ
ム
湖
畔
ま
つ
り
」

が
七
月
三
十
日
、
大
石
ダ
ム
湖
畔

県
民
休
養
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
雨
の
影
響
な
ど
で
、
予
定
し
て

い
た
カ
ヌ
ー
体
験
や
発
電
所
見
学

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
場

は
大
勢
の
家
族
連
れ
や
緑
の
少
年

団
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。�

　
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
関
川
小
児
童

に
よ
る
龍
泉
太
鼓
の
披
露
や
関
川

中
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
な
ど
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
自
然
館
と
大
石

ダ
ム
周
辺
で
は
、
魚
の
つ
か
み
取

り
や
ダ
ム
見
学
な
ど
も
行
わ
れ
ま

し
た
。�

　
孫
を
連
れ
て
四
人
で
新
発
田
市

か
ら
遊
び
に
来
た
新
保
健
二
さ
ん

は
「
こ
の
ま
つ
り
に
参
加
す
る
の

は
三
回
目
。
今
年
は
孫
に
発
電
所

を
見
学
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
で
き
な
く
て
残
念
。
で

も
、
ダ
ム
を
見
学
し
て
喜
ん
で
い

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
来
年
は
晴
天
の
も
と
で
開
催
で

き
る
と
い
い
で
す
ね
。�

お
お
い
し
ダ
ム
湖
畔
ま
つ
り�

ダ
ム
の
見
学
に
子
ど
も
た
ち
も
興
奮
！�

�
子
供
た
ち
に
人
気
の
あ
っ
た
木
工�

　
教
室
。
う
ま
く
「
プ
ラ
ン
タ
ー
」�

　
を
作
れ
た
か
な
？�



夏休みの思い出がまた一つ増えた！�

上関集落で�
恒例の七夕まつり�
上関集落で�

恒例の七夕まつり�
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八
月
七
日
、
上
関
集
落
で
恒
例

の
七
夕
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
上
関
子
供
会
（
佐

藤
和
弘
会
長
）
の
主
催
に
よ
る
も

の
で
、
当
日
は
保
護
者
や
子
ど
も

た
ち
約
三
十
人
が
参
加
。�

　
願
い
事
の
書
か
れ
た
短
冊
や
輪

飾
り
な
ど
色
と
り
ど
り
に
飾
り
つ

け
ら
れ
た
竹
の
小
枝
で
リ
ヤ
カ
ー

を
飾
り
、
夕
方
６
時
に
上
関
集
落

セ
ン
タ
ー
を
出
発
。
子
ど
も
た
ち

は
リ
ヤ
カ
ー
に
結
ば
れ
た
ロ
ー
プ

を
引
っ
張
り
、
約
一
時
間
半
に
わ

た
っ
て
元
気
良
く
集
落
内
を
練
り

歩
き
ま
し
た
。�

　
最
初
は
恥
ず
か
し
さ
か
ら
か
、

な
か
な
か
声
も
出
な
か
っ
た
子
ど

も
た
ち
で
し
た
が
、
時
間
が
経
つ

に
つ
れ
「
竹
の
短
冊
七
夕
お
く
れ

よ
」
と
子
ど
も
た
ち
の
元
気
で
か

わ
い
い
声
が
、
太
鼓
の
音
色
と
と

も
に
集
落
内
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。�

　
夕
方
と
は
い
え
、
三
十
度
を
超

え
る
暑
さ
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち

は
汗
び
っ
し
ょ
り
。
大
好
き
な
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
配
ら
れ
る
と
、

暑
さ
を
忘
れ
、
美
味
し
そ
う
に
ほ

お
ば
り
ま
し
た
。
最
後
は
み
ん
な

で
花
火
を
楽
し
み
、
夏
の
夜
を
満

喫
し
ま
し
た
。�

上関集落で�
恒例の七夕まつり�

　８月７日、さんさんと照りつける日差しの下、

柏崎市総合体育館駐車場を会場に、第62回新潟県

消防大会ポンプ操法競技会が行われ、小型ポンプ

の部に村上市岩船郡を代表して、関川村消防団が

出場しました。�

　当日は、県内各地域からポンプ車の部に９チー

ム、小型ポンプの部に18チームが出場し、日ごろ

の練習の成果を競い合いました。結果、関川村消

防団は18チーム中12位と健闘。�

　選手の皆さん、また選手を支えてきた家族の皆

さん、本当にお疲れ様でした。�

【出場選手】指揮者：新野大二郎（金丸）�
　　　　　　１番員：菅 原 将 之（片貝）�
　　　　　　２番員：新野太一郎（金丸）�
　　　　　　３番員：八 幡 忠 隆（片貝）�
　　　　　　補助員：菅 原 　 健（片貝）�

県消防大会�
関川村消防団（第６分団）が大健闘！�

�

　夏休みも残りわずかとなった８月20日、大石川

（鮖谷地内）でタランペクラブ（加藤克徳代表・

鮖谷）主催の「夏の陣」が行われ、村内外から約

40人の子どもたちと保護者が参加しました。�

　子どもたちは浮き輪や眼鏡を持って川遊びを楽

しんだり、網を片手に魚やカニなどの生物探索を

したり自然の中での遊びを満喫しました。�

　藤井和映くん（下関・関川小２年）は「川の中

で流されていくのが気持ちよくて、楽しかった。

魚も捕りたかったけど、捕れなくてちょっと残念

です」と少しがっかりしながらも友人３人との川

遊びに夢中になっていました。�

　川遊びの後には、川の水を使って煮たじゃがい

もを「熱い、熱い」と言いながら、自然の味を楽

しんでいました。�

夏休みの思い出がまた一つ増えた！�

かずあき�
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中
学
生
が
日
頃
考
え
て
い
る
意
見
や
主
張
、
普

段
の
生
活
の
中
で
感
じ
る
家
族
や
仲
間
と
の
絆
な

ど
を
発
表
す
る
「
関
川
中
学
校
わ
た
し
の
主
張
大

会
」
が
七
月
二
十
五
日
、
村
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
ま
し
た
。�

　
各
学
年
か
ら
選
ば
れ
た
代
表
六
人
が
、
六
分
以

内
と
い
う
規
定
の
な
か
、
言
葉
一
つ
ひ
と
つ
に
心

を
こ
め
力
強
く
発
表
し
ま
し
た
。�

　
審
査
の
結
果
、
村
上
・
岩
船
地
区
大
会
（
県
村

上
健
康
福
祉
事
務
所
主
催
）
出
場
者
に
山
本
智
夏

さ
ん
（
三
年
・
小
見
）
を
選
出
。
山
本
さ
ん
は
、

八
月
二
十
日
に
行
わ
れ
た
同
大
会
で
発
表
し
、
奨

励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。�

＊
発
表
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。
発
表
順
。�

2011 関川中「わたしの主張」大会�
みんなに伝えたい　この想い�

　
大
地
震
に
よ
る
津
波
の
様
子
を

テ
レ
ビ
で
見
て
大
き
な
衝
撃
を
受

け
ま
し
た
。
普
通
に
生
活
し
て
い

る
自
分
を
申
し
訳
な
く
思
い
ま
し

た
。
日
本
や
外
国
か
ら
多
く
の
支

援
の
取
組
が
起
こ
り
ま
し
た
が
、

困
難
な
生
活
を
送
る
人
々
を
忘
れ

て
は
い
け
な
い
の
で
す
。�

　
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
者
が
で

き
る
こ
と
が
三
つ
あ
る
と
思
い
ま

す
。
一
つ
目
は
節
電
。
そ
の
方
法

は
考
え
れ
ば
多
く
あ
る
は
ず
で
す
。

二
つ
目
は
食
物
を
無
駄
に
し
な
い

こ
と
。
残
す
こ
と
は
被
災
地
の
人

に
失
礼
で
す
。
三
つ
目
は
で
き
る

範
囲
で
寄
付
を
す
る
こ
と
。
今
こ

そ
日
本
が
一
つ
に
な
る
と
き
で
す
。

被
災
地
の
ニ
ュ
ー
ス
に
関
心
を
持

ち
、
日
本
を
立
て
直
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
こ
の
思
い
が
被
災
地
に

少
し
で
も
届
い
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。�

届
け
！
被
災
地
へ�

　

み
ん
な
の
思
い�

加 藤 一 樹さん�

（２年・下関）�

　
わ
た
し
は
絵
を
描
く
こ
と
が
好

き
で
す
。
一
日
中
、
絵
を
描
い
て

い
ま
し
た
が
、
毎
日
が
楽
し
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
目
標
が
ほ
し
か
っ
た
の
で
、
コ

ン
テ
ス
ト
に
投
稿
し
ま
し
た
。「
物

語
募
集
」
の
締
切
ま
で
の
二
、
三

週
間
は
物
語
を
考
え
る
だ
け
の
日�

々
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
間

は
楽
し
い
も
の
で
し
た
。
半
年
後

に
電
話
で
入
選
し
た
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
絵
が
好
き
で
物
語
を
考

え
ら
れ
る
な
ら
…
。
姉
の
勧
め
も

あ
り
、
わ
た
し
は
漫
画
家
に
な
る

こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
将
来
の

夢
が
決
ま
る
と
、
毎
日
が
楽
し
く

て
、
物
の
見
方
も
変
わ
り
ま
し
た
。�

　
夢
は
叶
わ
な
い
と
考
え
る
人
が

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

わ
た
し
は
叶
う
と
信
じ
、
あ
き
ら

め
ず
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。�

わ
た
し
の
夢�

長 野 涼 夏さん�

（２年・上土沢）�

　
ぼ
く
の
家
は
米
農
家
で
す
。
最

近
の
手
伝
い
で
印
象
深
い
の
は
米

の
袋
詰
め
で
す
。
夜
遅
く
ま
で
行

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
家
業
を
父

が
継
い
で
か
ら
い
ろ
い
ろ
変
わ
り
、

特
に
袋
詰
め
を
夜
に
行
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
見
て
い
る
と
簡
単

そ
う
で
す
が
、
と
て
も
重
労
働
で

す
。
ぼ
く
は
袋
に
ハ
ン
コ
を
押
す

仕
事
を
や
ら
さ
れ
ま
す
が
「
こ
れ

も
将
来
の
た
め
だ
」
と
思
っ
て
や

る
と
大
変
さ
も
気
に
な
り
ま
せ
ん
。

働
く
父
の
姿
は
、
仕
事
に
誇
り
と

や
り
が
い
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で

か
っ
こ
よ
く
見
え
ま
す
。
ぼ
く
の

将
来
の
夢
は
農
家
を
継
ぐ
こ
と
で

す
。
祖
父
か
ら
父
へ
、
父
か
ら
息

子
へ
と
い
う
思
い
と
関
係
が
世
の

中
に
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
お

い
し
い
農
作
物
を
作
り
、
命
を
大

事
に
で
き
る
、
そ
ん
な
農
家
に
な

り
た
い
で
す
。�

米
農
家
に
生
ま
れ
て�

田 村 達 朗さん�

（１年・高田）�
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わ
た
し
は
、
吹
奏
楽
部
に
入
っ

て
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
入
部
前
は
不
安
や
悩
み
が

あ
り
ま
し
た
が
、
先
輩
方
が
優
し

く
て
心
配
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
新
人
講
習
会
で
他
校
の
一
年
生

の
音
を
聞
い
て
、
自
分
で
は
頑
張

っ
て
い
る
つ
も
り
で
も
ま
だ
努
力

が
足
り
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
先

輩
は
完
璧
を
目
指
し
、
い
つ
も
本

気
で
吹
い
て
い
ま
す
。
以
前
は
そ

の
こ
と
に
気
づ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

早
く
全
部
の
音
が
出
せ
る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
本
気

で
や
る
こ
と
、
本
当
の
努
力
が
大

事
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　
先
日
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
悔
い

の
な
い
演
奏
が
で
き
ま
し
た
。「
努

力
は
必
ず
報
わ
れ
る
」
と
い
う
言

葉
を
信
じ
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

努
力
す
る
こ
と

駒 沢 　優さん

（１年・鍬江沢）

　
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
切
な
も
の

は
何
で
す
か
。
家
族
、
友
人
、

命
・
・
・
。
大
切
な
も
の
は
人
そ

れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

中
で
わ
た
し
の
大
切
な
も
の
は
感

謝
で
す
。
人
に
感
謝
し
、
そ
の
気

持
ち
を
伝
え
る
こ
と
は
簡
単
で
す
。

で
も
少
し
照
れ
く
さ
く
て
難
し
く

感
じ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
わ
た
し
は
中
学
校
に
入
学
し
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
入
部
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
先
輩
か
ら
あ
い
さ
つ
や
礼

儀
・
マ
ナ
ー
な
ど
多
く
の
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
試
合
に
出

た
と
き
は
先
輩
や
仲
間
か
ら
励
ま

し
を
多
く
受
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
に
関
わ
っ

て
く
れ
る
全
て
の
人
に
感
謝
し
、

そ
の
気
持
ち
を
あ
り
が
と
う
の
言

葉
に
し
て
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
っ
て

　
　

伝
え
た
く
て

鈴木ひかるさん

（３年・下関）

　
修
学
旅
行
最
終
日
、
私
た
ち
は

東
京
駅
で
大
震
災
に
遭
い
ま
し
た
。

新
幹
線
が
動
か
ず
帰
れ
な
い
の
で

宿
ま
で
長
い
道
の
り
を
歩
き
ま
し

た
。
宿
に
着
い
て
、
泊
ま
る
と
こ

ろ
や
水
が
あ
る
こ
と
、
大
事
な
人

が
み
ん
な
生
き
て
い
る
こ
と
な
ど
、

今
ま
で
当
た
り
前
と
感
じ
て
い
た

こ
と
に
改
め
て
感
謝
し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
で
悲
惨
な
光
景
を
見
た
り

地
震
警
報
が
鳴
り
響
い
た
り
し
て
、

眠
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
経
験
か
ら
、
緊
急
時
に
助
け

合
う
こ
と
の
大
切
さ
と
命
が
あ
る

こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
取
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
一
番
大

切
な
こ
と
は
「
み
ん
な
で
み
ん
な

を
応
援
す
る
こ
と
」
で
す
。
一
日

で
も
早
く
日
本
が
復
興
す
る
こ
と

を
願
い
、
心
を
つ
な
い
で
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

今
、私
た
ち
に

　
　
で
き
る
こ
と山 本 智 夏さん

（３年・小見）

ゆい

まさ ゆき

ゆ　　い

■
期
日
　
７
月
14
日

■
会
場
　
東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ

　
　
　
　
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

■
成
績

―
男
子
110
�
Ｈ
―

▽
決
勝
進
出

　
近
　
　
聖
太
（
３
年
・
宮
前
）

■
期
日
　
７
月
23
日

■
会
場
　
新
潟
テ
ル
サ

■
成
績

―
中
学
校
Ｂ
�
の
部
―

▽
銀
賞
　
関
川
中
学
校
吹
奏
楽
部

陸
上
競
技

■
期
日
　
７
月
26
〜
27
日

■
会
場
　
五
十
公
野
公
園
陸
上
競

　
　
　
　
技
場

■
成
績

―
男
子
110
�
Ｈ
―

▽
第
５
位

　
近
　
　
聖
太
（
３
年
・
宮
前
）

　
　
　
　
　
　
　
記
録
　
15
秒
34

―
男
子
走
幅
跳
―

▽
第
10
位

　
小
池
　
　
俊
（
３
年
・
下
関
）

　
　
　
　
　
　
記
録
　
５
ｍ
88
�

柔
　
　
道

■
期
日
　
７
月
26
〜
27
日

■
会
場
　
新
潟
市
鳥
屋
野
体
育
館

■
成
績

―
女
子
団
体
戦
―

▽
ベ
ス
ト
８

―
男
子
個
人
戦
―

▽
73
�
級
　
第
５
位

　
加
藤
　
裕
一
（
３
年
・
鮖
谷
）

―
女
子
個
人
戦
―

▽
57
�
級
　
第
２
位

　
長
谷
川
夏
帆
（
３
年
・
下
関
）

　
　
　
　
　
↓
北
信
越
大
会
出
場

▽
70
�
級
　
第
７
位

　
近
　
　
千
穂
（
３
年
・
上
関
）

柔
　
　
道

■
期
日
　
８
月
４
日

■
会
場
　
富
山
県
射
水
市

　
　
　
　
ア
ル
ビ
ス
小
杉
総
合
体

　
　
　
　
育
セ
ン
タ
ー

■
成
績

―
女
子
個
人
戦
―

▽
57
�
級
　
第
５
位

　
長
谷
川
夏
帆
（
３
年
・
下
関
）

下
越
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

全
日
本
中
学
校
通
信

　陸
上
競
技
大
会
県
大
会

北
信
越
中
学
校

　
　
　
総
合
競
技
大
会

関
川
中
健
児
の
活
躍
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問い合わせ先　　税務会計課　税務班　TEL64－1451

村税の滞納を減らすため
タイヤロック（車輪止め）を導入しました

　村では、納期限内に納付いただいている大半の納税
者の皆さんとの公平を確保するため、滞納者には法の
定めにより財産の差押えを実施しております。納期限
を過ぎても納付が無く、督促や催告にも何の相談も無
い納税者には厳しい姿勢で滞納処分を実施します。
　このたび、新たな取り組みとして「タイヤロック（車
輪止め）」を活用した差押えに着手し、より一層の税
収の確保に努めます。
　どうしても税金の納付が困難な場合は、現在の状況

をお聞きし、それぞれの事情に合った納付計画を立て

ていただきますので、お早めに税務会計課にご相談く

ださい。

　平成22年度の村税等の収納率（現年課税分＋滞納繰越分）

は、村税96.7％、国民健康保険税91.4％となりました。未

納額は村税2,394万円、国民健康保険税1,275万円です。

　税金は行政サービスなど村が行う行政活動の重要な財源で

す。納期限内の納付をお願いします。

新潟県地方税徴収機構の滞納整理実施状況についてお知らせします

新潟県地方税徴収機構
とは？

　地方税の滞納額圧縮を目
的とした、新潟県と県内市
町村で構成される組織のこ
とです。

項　　目

滞 納 整 理 引 継

上記のうち収納済額

　 任 意 納 付 額 　

　 換 価 取 立 額 　

滞納処分財産差押

納 税 誓 約 書 徴 収

平成21年度

1,660万円

611万円

400万円

211万円

2,789万円

669万円

17件

5件

7件

7件

平成22年度

2,918万円

653万円

434万円

219万円

2,218万円

1,172万円

46件

6件

16件

22件

※件数・金額は関川村分のみ
※滞納処分の件数と本税額は、同一滞納者に複数回滞納処分した場合、積み上げて計算しています
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「学校支援事業」
地域とともに歩む学校を目指して

☆夏休み学習会（SPU関川パワーアップ塾）☆�

　７月28日～８月１日までの平日３日間、のべ27
名の地域の方々や大学院生の皆さまを講師にお招
きして、計８時間にわたる学習会を行いました。�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
☆図書館ボランティア☆�

　８月３日、９日の２日間、お二人の地域ボラ
ンティアと図書委員の生徒で関川中図書館の蔵
書整理を行いました。�
 �

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

☆このほかにも、校地の除草ボランティアや、給

　食エプロンの修繕ボランティア、ＰＴＡナイト

　ウォークへのご支援などをいただきました。�

学校� お知らせ�からの�からの�

今月は関川中学校からの紹介�

　
皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
「
母
子

保
健
推
進
員
」
は
ど
な
た
か
ご
存

知
で
す
か
？
昭
和
四
十
六
年
か
ら

ず
っ
と
妊
婦
さ
ん
や
乳
幼
児
を
中

心
に
各
地
区
で
関
わ
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
重
要
な
方
々
で
す
。
自

ら
の
育
児
経
験
や
研
修
で
得
た
知

識
を
も
つ
方
々
で
、
現
在
、
村
で

は
十
五
人
の
母
子
保
健
推
進
員
が

い
ま
す
。�

母
子
保
健
推
進
員
を�

ご
存
知
で
す
か
？�

◎
乳
幼
児
健
診
の
受
診
勧
奨
を
兼

　
ね
た
案
内
配
布�

◎
妊
婦
さ
ん
・
赤
ち
ゃ
ん
の
訪
問�

◎
幼
児
健
診
に
お
る
健
診
の
介
助�

◎
食
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど�

　
育
児
で
孤
立
す
る
お
母
さ
ん
・

お
父
さ
ん
も
み
か
け
る
今
日
、
母

子
保
健
推
進
員
が
行
政
と
の
パ
イ

プ
役
に
な
っ
た
り
、
ま
た
身
近
な

と
こ
ろ
で
気
軽
に
相
談
に
の
っ
て

く
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。�

母
子
保
健
推
進
員
の

母
子
保
健
推
進
員
の�

　
　
　
　
主
な
仕
事

　
　
　
　
主
な
仕
事�

母
子
保
健
推
進
員
の�

　
　
　
　
主
な
仕
事�

　氏　名�

瀬賀　共子�

高橋かな江�

渋谷　幸子�

渡�紀代美�

高橋　恵子�

近　英理子�

河内　ふみ�

須貝　麗子�

八幡由紀子�

阿部三枝子�

相馬るり子�

平田　節子�

須貝まり子�

照井　祐子�

村田　真紀�

　住所�

下　関�

下　関�

上　関�

勝　蔵�

上土沢�

大　島�

大　石�

荒川台�

片　貝�

金　丸�

高　瀬�

滝　原�

高　田�

深　沢�

宮　前�

　　　　　　担当地区�

下関（下町・駅前通り）�

下関（上町・中町・横町）�

上関�

辰田新・打上･勝蔵・南赤谷・内須川�

山本･幾地・鍬江沢・上土沢�

大島・下土沢�

鮖谷・安角・大石・金俣�

蔵田島・久保・下川口・荒川台・大内渕・上川口�

沼・片貝・聞出�

金丸・八ッ口�

高瀬・沢・湯沢�

松平・滝原・小見・上野山・小見前新田・松ヶ丘�

平内新・高田・桂�

上野原・深沢・上野新・若山・上野・小和田�

中束・蛇喰・上新保・蕨野・南中・宮前・朴坂�

母子保健推進員を紹介します�

　地域のパワーをいただいて、生徒が、職員が、
そして学校が元気になります。皆さまどうぞお気
軽に関川中学校へお越しください。�
　中学生が地域に貢献する機会も大切にしていま
す。これまでも、地域清掃や施設訪問、地域の祭
りへの参加や大蛇の担ぎ手、地域運動会や駅伝大
会の選手など、様々な場面で頑張っています。「中
学生にこんなことをしてほしい」という地域から
の声がございましたら、ご遠慮なく関川中学校へ
お知らせください。�



「いきいき人生よい歯コンクール」で
奨励賞を受賞

こころとからだを
大切に

こころとからだを
大切に
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健康せきかわ21健康せきかわ21健康せきかわ21

　
大
切
な
人
を
失
う
ダ
メ
ー
ジ
は
、

家
族
だ
け
で
な
く
村
全
体
に
広
が

り
ま
す
。
先
日
の
議
会
だ
よ
り
の

議
題
に
あ
り
ま
し
た
が
、
自
殺
予

防
と
遺
族
ケ
ア
が
村
全
体
で
必
要

な
取
り
組
み
で
す
。

　
「
人
」
と
の
つ
な
が
り
を
強
め

そ
れ
を
力
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　地
域
全
体
で
の
支
え
あ
い
を

　大
切
に

　
心
の
不
調
や
う
つ
状
態
に
あ
る

と
、
「
命
を
絶
つ
以
外
に
解
決
策

が
な
い
の
で
は
…
」
と
、
一
つ
の

方
法
し
か
見
え
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
自
分
自
身
で
は

そ
う
し
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
気
付
き
に
く
い
特
徴
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
推
進
員
や
民
生
委

員
、
母
子
保
健
推
進
員
の
方
々
が

つ
な
が
り
を
大
切
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
自
殺
対
策
研
修
会
で
は
、

「
挨
拶
は
力
」
「
大
切
な
人
を
亡

く
し
た
経
験
が
あ
る
」
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。

　
地
域
全
体
で
、
日
頃
か
ら
声
を

掛
け
合
い
、
支
え
合
い
を
大
切
に

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大

き
な
力
に
な
り
ま
す
。

☆
普
段
か
ら
で
き
る
こ
と
☆

○
手
軽
な
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
も

　
つ
（
解
消
は
ま
め
に
）

○
地
域
や
家
庭
、
職
場
で
挨
拶
や

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心
が

　
け
る

○
自
己
チ
ェ
ッ
ク
を
ま
め
に
し
て
、

　
心
と
体
の
変
化
を
知
る
（
放
置

　
し
な
い
）

○
気
に
な
っ
た
人
に
は
、
心
配
す

　
る
気
持
ち
を
伝
え
て
話
を
聴
い

　
て
み
る

【相談機関】

㈰虹の会（大切な方を亡くされた方）

　偶数月　第１木曜日　午後２時～４時

㈪新潟県精神保健福祉センター

　相談専用電話…025－280－0113

　※月～金曜日（祝祭日除く）8：30－17：00

　来所相談は要予約（精神科医師の相談日あり）

㈫新潟いのちの電話

　（24時間、年中無休）

　村上市近郊…53－4343

　フリーダイヤル…0120－738－556

　※毎月10日の8：00～翌日8：00は無料。

㈬村の保健師

　住民福祉課健康介護班…64－1472

　＊訪問や電話相談、相談機関の紹介等。

　＊毎週月曜は10時～14時まで保健センター

　　健康相談による個別相談日あり

　自分の歯で食べ、健康な生活を営んでいる高齢者を

表彰する県主催の平成23年度「いきいき人生よい歯

コンクール」で２名の方が奨励賞を受賞されました。

＜80歳以上の部＞

　渡 � 敏 治 様（上関）

　＊財団法人8020推進財団理事長賞も同時受賞

＜70歳代の部＞

　秦 　 廣 一 様（朴坂）

【コンクールへの出場資格】

　80歳以上の方は20本以上、70代の方は24本以上

ご自分の歯があり、元気に生活されている方です。

歯は治療されていても結構ですのでご自分の歯があ

り元気にお過ごしの皆様、来年度歯のコンクールへ

出場してみませんか？

□疲れているのに、２週間以上眠れな

　い日が続いている

□食欲がなく、体重が減っている…

　⇒もしかしたら、「うつ」かも…

☆睡眠の自己チェック…

眠れない時は、
　お医者さんにご相談を

こころとからだを
大切に

睡眠キャンペーンホームページ
http://www8.cao.go.jp/jisatsu
taisaku/suimin/index.html

「いきいき人生よい歯コンクール」で
奨励賞を受賞



適切な受診をお願いします

関川村むらづくり基本条例関川村むらづくり基本条例

選挙管理委員に
近 祐治さん・須貝 勉さんが就任
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　加藤義夫委員長（内須川）、傳捷夫委員長代
理（大島）の退任に伴い、鈴木和夫さん（南中）
が委員長に、伊藤敏さん（下川口）が委員長代
理にそれぞれ就任しました。
　また、新しく近祐治さん（上関）と須貝勉さ
ん（高田）が委員に就任しました。

選挙管理委員に
近 祐治さん・須貝 勉さんが就任

　近年、軽い症状でも休日や夜間に病院の救急外来

を受診する方が増えています。

　このため、救急外来が混み合い、命にかかわるよ

うな重症患者への対応が遅れてしまうことが懸念さ

れています。

地域の救急医療を守るため、以下のことについ
てご理解とご協力をお願いします

・平日の夜間や日曜日、祝日など急な受診が必要な

　場合は「村上市急患診療所」をご利用ください。

・子どもの急病時、医療機関への適切な受診を促す

　ため、県内全域を対象に小児救急医療電話相談を

　実施しています。

　TEL　025－288－2525

　（土日、祝日　夜７時から10時まで）

問い合わせ　村上保健所　TEL53－8368

適切な受診をお願いします

　
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
二
十
八

年
度
ま
で
の
五
ヵ
年
計
画
で
策
定

し
た
第
５
次
総
合
計
画
「
後
期
計

画
」
は
、
こ
の
「
関
川
村
む
ら
づ

く
り
基
本
条
例
」
の
主
旨
を
基
本

と
し
て
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
豊
か
で
住
み
よ
い
活
気
あ
る
村
」

づ
く
り
の
た
め
、
刻
々
と
変
化
す

る
政
治
、
経
済
状
況
な
ど
を
見
据

え
、
「
後
期
計
画
」
に
そ
っ
た
的

確
か
つ
効
率
的
な
行
政
を
す
す
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　このたび、村の自立のためむらづくりの基本
理念を具体化した「関川村むらづくり基本条例」
（平成16年制定）を見直し、一部改正をしました。
　改正概要についてお知らせします。

関川村むらづくり基本条例
一部改正しました

第
５
次
総
合
計
画

「
後
期
計
画
」
と
の

　
　
　
関
係
に
つ
い
て



おはなしのかい
みんなできてね！！

　暑かった夏も、日に日に秋らしい風を感じられるようになりました。秋の夜長、虫の声に耳を澄ま

せながら本に目を落とす。そんな過ごし方もよいかもしれませんね。

「きりのもりのもりのおく」
ニック・シャラット作　Eシ

「下町ロケット」
池井戸　潤　913イ

　ページをめくるたびに、霧の中に
あらわれては消えていくおとぎの国
の仲間たち。きりのもりのもりのお
く、そこにいるのはいったい誰？森
の奥にはなにがあったでしょう。

　第145回直木賞受賞作！横暴な大
企業に振り回される町工場を描いた
ビジネス・エンターティメント小説。
宇宙ロケットを飛ばす夢をあきらめ、
実家を継いだ主人公が・・。
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おはなしのかい
みんなできてね！！

高田～沢～女川 方面…………

大島～片貝～大石 方面………

祝日と毎週水曜日がお休みです。平日は、午後1時～5時30分まで、土・日は、午前9時～午後5時まで開館しています。

　
八
月
六
日
、
東
北
電
力
ビ
ッ
グ

ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
関
川
小
学

校
五
・
六
年
生
児
童
ら
に
よ
る
小

大
蛇
の
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
観
光
Ｐ
Ｒ
の
一
環
で

行
わ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
児
童

や
関
係
者
な
ど
約
三
十
人
が
参
加
。

　
パ
レ
ー
ド
前
に
は
、
日
本
中
を

沸
か
せ
た
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」

の
選
手
た
ち
の
試
合
を
観
戦
。
選

手
た
ち
の
迫
力
あ
る
プ
レ
ー
に
子

ど
も
た
ち
は
大
興
奮
。「
な
で
し
こ
」

の
試
合
の
後
は
、
Ｊ
リ
ー
グ
「
ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
」
対
「
清
水

エ
ス
パ
ル
ス
」
戦
も
観
戦
。
ハ
ー

フ
タ
イ
ム
の
間
、
こ
の
日
の
入
場

者
数
、
約
三
万
七
千
人
を
前
に
元

気
よ
く
ト
ラ
ッ
ク
内
を
パ
レ
ー
ド

し
ま
し
た
。

　
小
大
蛇
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
た

平
田
優
希
君
（
滝
原
・
五
年
）
は

「
大
勢
の
観
客
の
前
で
パ
レ
ー
ド

で
き
て
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。
な

で
し
こ
の
試
合
も
Ｊ
リ
ー
グ
も
両

方
見
る
こ
と
が
で
き
て
最
高
で
し

た
」
と
満
面
の
笑
み
で
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
一
喜
一
憂
し
た
プ
ロ
選
手
た
ち

の
プ
レ
ー
、
大
観
衆
の
前
で
行
っ

た
小
大
蛇
パ
レ
ー
ド
。
子
ど
も
た

ち
に
は
最
高
の
夏
休
み
の
思
い
出

に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

～37,000人の大観衆の前で
　　　　　 小大蛇パレード～

4（日）17（土）

11（日）24（土）
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近

　

明

宏
さ
ん�

（
高
　
田
）�

　８月15日に行われた「第57回関川村成人式」

に出席した近明宏さんに話を聞きました。�

―成人式を迎えた今の気持ちは？�

　私は成人として自立し、社会の一員としての

自覚を持ち、人のために行動することを自分自

身の幸せとする人間になりたいです。また、常

に身の内からキラキラしている人、いくつにな

っても歳と共に自分を高め成長していける人間

でいたいです。これからも人を、自分を、一日

一日を大切にし、夢を実現するための努力を惜

しみません。�

―久しぶりに同級生と会っていかがですか？�

　良いです。落ち着きます。同級生のみんな大

好きです。一次会も二次会も三次会もずーっと

楽しかったです。実行委員の皆さま、ありがと

うございました。今後もぜひ、同窓会など、み

んなが集まる機会を作っていただけると嬉しい

です。�

―将来の夢を聞かせてください？�

　将来は、地球環境問題の改善に貢献する仕事

をしたいです。具体的には決めていません。大

学院に進学する予定なので就活は２年後くらい

になりそうです。お金を貯めて、実家を新しく

し、関川村で平和に暮らせれば満足です。�

―これから関川村に望むことは？�

　伝統ある地区の祭りを絶やさないでほしいで

す。そのために、若い人たちには村に残っても

らいたいと思います。積極的に祭りなどのイベ

ントに参加し、村を活性化してほしいです。私

も就職したら村に帰ってきます。�

■
期
日
　
７
月
29
日�

■
会
場
　
相
模
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
（
神
奈
川
県
）�

■
成
績�

―
女
子
12
歳
〜
14
歳
の
部
―�

▽
第
３
位
　
瀬
賀
　
百
花�

　
　
　
（
関
川
中
１
年
・
下
関
）�

※
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権

　
競
技
（
埼
玉
県
・
霞
ヶ
関
カ
ン

　
ツ
リ
ー
倶
楽
部
）
に
出
場�

�

関
東
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ�

　
　
選
手
権
決
勝
競
技�

■
期
日
　
８
月
21
日�

■
会
場
　
兵
庫
県
姫
路
市
網
干
南

　
　
　
　
公
園
相
撲
場�

■
成
績�

―
相
撲
　
個
人
戦
―�

▽
第
３
位
　
小
池
　
一
毅�

　
　
　
（
能
生
中
３
年
・
下
関
）�

����

■
期
日
　
８
月
20
〜
21
日�

■
会
場
　
村
ス
ポ
ー
ツ
公
園�

■
結
果�

▽
優
　
勝
　
弥
彦
ザ
・
ジ
ェ
イ�

▽
準
優
勝
　
関
川
村
ス
ポ
ー
ツ
少

　
　
　
　
　
年
団�

▽
敢
闘
賞
　
南
部
レ
ッ
ト
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
ズ
（
米
沢
市
）�

����

■
期
日
　
７
月
26
日�

■
会
場
　
ふ
れ
あ
い
ど
〜
む�

■
結
果�

▽
優
　
勝
　
湯
の
郷
チ
ー
ム�

▽
準
優
勝
　
女
川
上
野
チ
ー
ム�

▽
第
３
位
　
下
関
チ
ー
ム�

▽
敢
闘
賞
　
上
野
新
チ
ー
ム�

全
国
中
学
体
育
大
会（
全
中
）�

第
２
回�

え
ち
ご
せ
き
か
わ
温
泉
CUP�

　
　
交
流
野
球
大
会�

第
25
回�

高
齢
者
交
通
安
全�

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会�

101

　このたび、国道113号線沿い上関地内の交通安全看

板が村上地区交通安全事業主会によって11年ぶりにリ

ニューアルされました。�

　リニューアルに合わせ、関川中の生徒を対象に交通

安全標語を募集したところ、20人から33点の応募があ

り、その中から鈴木カノンさん（南中・３年※写真右）

近千穂さん（上関・３年※写真左）の作品が交通安全

看板に採用されました。�

　鈴木さんは「皆さんに安全運転を心掛けてもらい、

村の観光スポットを巡ってほしい」と話していました。

また近さんは「村内に建てられる看板なので、皆さん

の目に付くよう方言を入れて標語を作りました」と話

していました。�

　ドライバーの皆さん、ゆとりを持って安全運転に心

がけましょう。�
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・プレーンヨーグルト　50g�

・ホットケーキミックス　100g�

・牛乳　大１　・砂糖　大１　・卵1/2個�

・サラダ油　大１　・バナナ　１本　・レモン汁　少々�

ヨーグルトバナナケーキ�
　ベースはホットケーキなので、いろいろな果物

や野菜を入れて、子どものおやつにどうぞ！�

① ホットケーキミックスにヨーグルトを合わせて、

　 牛乳・砂糖を加え、卵を入れて混ぜ、サラダ油を

　加えてさらに混ぜる�

②バナナは1.5㎝幅の輪切りにし、レモン汁をふる。�

③ フライパンを中火で熱し、①を流し入れてバナナ

　 をのせる。弱火にし、焼き色がつくまで約10分焼

　 き、裏に返しさらに４～５分焼く。�

�

90 （２人分）�

在
り
し
日
に
植
え
て
お
け
と
て
貰
え
た
る
　
　
　

須
貝
　
恵
美�

都
桜
に
母
の
影
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
田
）�

迎
え
火
に
ぞ
ろ
ぞ
ろ
此
家
の
仏
様
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
庄
七�

な
か
に
は
二
十
歳
で
中
支
の
勇
士
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
）�

水
遣
れ
ば
蛙
蝉
ま
で
飛
び
出
だ
す
　
　
　
　
　
　

小
池
　
啓
子�

命
の
集
う
朝
顔
の
鉢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
関
）�

古
希
を
機
に
田
舎
暮
ら
し
を
云
う
君
に
　
　
　
　

渡
辺
千
恵
子�

便
り
認
む
今
日
は
文
の
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
関
）�

短

　

歌�

俳

句

・

川

柳�

関川村食生活改善推進員の皆さん�

万
緑
や
道
狭
く
し
て
峠
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い�

緑
陰
や
少
女
の
三
人
話
込
み
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い�

選
挙
戦
盛
り
上
り
た
り
柿
若
葉
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い�

蝉
の
殻
蟻
が
引
き
行
く
昼
下
り
　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ�

関

川

俳

句

の

会

作

品

�

俳
　
句�

　
夕
す
ず
み

う
ち
わ
も
つ
手
に

舞
う
ホ
タ
ル�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
沖
正
（
中
束
）�

　
と
か
い
か
ら

か
つ
ぎ
手
が
来
る

大
し
た
も
ん
じ
ゃ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
沖
正
（
中
束
）�

や�

つ
ど�

お
と
め�

み
た
り�
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せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
追
う
」
「
切
手
」�

消
し
ゴ
ム
で
消
し
た
言
葉
が
追
っ
て
来
る
　
　
　

渡
辺
し
づ
い�

ラ
ブ
レ
タ
ー
記
念
切
手
に
想
い
込
め
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い�

ま
だ
や
る
気
悔
い
て
る
背
な
を
老
い
が
追
う
　
　

渡
辺
し
づ
い�

目
標
は
只
ひ
た
す
ら
に
生
き
る
こ
と
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵�

幸
せ
な
ふ
り
で
幸
せ
追
う
疲
れ
　
　
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵�

お
別
れ
の
便
り
切
手
の
涙
色
　
　
　
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵�

全
国
に
夢
を
運
ん
で
花
切
手
　
　
　
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ�

青
い
海
ハ
ワ
イ
の
旅
を
な
つ
か
し
む
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ�

年
老
い
て
昔
の
自
然
懐
か
し
む
　
　
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ�

追
っ
て
来
て
自
家
用
野
菜
持
た
す
友
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ�

古
里
の
祭
り
切
手
で
思
い
出
す
　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ�

パ
ソ
コ
ン
で
出
せ
ぬ
優
し
さ
花
切
手
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ�

国際ボランティア学生協会�

IVUSA 通信�

そ
う
め
ん
を
啜
る
音
の
み
の
お
昼
ど
き
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ�

髪
の
毛
が
汗
で
張
り
付
く
下
校
の
子
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ�

万
緑
の
山
河
越
え
行
く
バ
ス
の
旅
　
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に�

緑
陰
に
気
高
き
殿
の
霊
廟
所
　
　
　
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に�

鯉
跳
ね
る
上
杉
神
社
橋
の
下
　
　
　
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に�

曲
が
り
た
る
胡
瓜
の
み
よ
と
妻
の
声
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一�

豪
雨
去
り
の
ど
か
さ
を
告
ぐ
蝉
時
雨
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一�

建
前
の
音
響
き
た
り
夏
空
に
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一�

▲リーダーの奈都美さん�

▲関川村勉強会の様子�

■
最
近
の
活
動�

　
八
月
四
日
・
八
日
の
二
日
間
、

関
東
に
て
「
大
し
た
も
ん
蛇
ま

つ
り
」
に
対
す
る
知
識
を
深
め
、

事
前
に
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
会
員
同

士
で
交
流
を
図
る
勉
強
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、
関

川
村
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
、
村
民
憲

章
や
マ
ナ
ー
等
を
ま
と
め
た
活

動
に
つ
い
て
の
心
構
え
を
学
び

ま
し
た
。�

　
ま
た
、
以
前
「
大
し
た
も
ん
蛇

ま
つ
り
」
に
参
加
経
験
の
あ
る
Ｏ

Ｂ
か
ら
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
今
回
の
隊
の
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
嵯
峨
奈
都
美
さ
ん
の

挨
拶
で
終
わ
り
ま
し
た
。�

��������������

　
隊
員
一
同
、
胸
を
高
鳴
ら
せ
な

が
ら
、
祭
り
に
参
加
出
来
る
事
、

何
よ
り
村
民
の
方
に
会
え
る
事
を

楽
し
み
に
準
備
を
続
け
て
い
ま
す
。�

Ｑ
　
関
川
村
で
の
活
動
に
参
加

　
し
た
き
っ
か
け
は
？�

Ａ
　
初
め
て
参
加
し
た
の
は
大

　
学
一
年
生
の
時
で
、
そ
の
時

　
は
と
に
か
く
避
暑
地
に
行
き

　
た
い
と
い
う
だ
け
で
、
関
川

　
を
選
び
ま
し
た
。（
笑
）�

Ｑ
　
参
加
前
と
参
加
後
で
変
わ

　
っ
た
事
は
？�

Ａ
　
参
加
前
は
「
地
域
活
性
化
」

　
と
い
う
漠
然
と
し
て
い
た
コ

　
ン
セ
プ
ト
の
中
イ
メ
ー
ジ
を

　
掴
み
き
れ
な
い
ま
ま
関
川
村

　
に
行
き
ま
し
た
。�

　
　
参
加
後
は
我
々
が
関
川
に

　
訪
れ
る
四
日
間
と
い
う
短
い

　
期
間
だ
け
で
、
先
に
あ
る
「
社

　
会
問
題
」
を
学
生
が
考
え
る

　
よ
り
も
、
今
あ
る
「
祭
り
を

　
楽
し
み
た
い
」
と
い
う
村
の

　
方
々
を
後
押
し
し
、
共
に
楽

　
し
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

　
強
く
な
り
ま
し
た
。�

Ｑ
　
今
後
関
川
村
と
ど
う
関
わ

　
っ
て
い
く
か
？�

Ａ
　
来
年
の
三
月
で
大
学
生
活

　
も
終
わ
り
（
単
位
が
危
な
い
）

　
で
す
が
、
関
川
に
は
社
会
人

　
に
な
っ
て
も
家
族
や
友
達
を

　
連
れ
て
行
き
、
関
川
旅
行
を

　
存
分
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

　
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
　
個
人
的
に
は
大
六
村
長
と

　
サ
シ
で
飲
ん
で
み
た
い
で
す

　
ね
。（
笑
）�

Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
学
生
の
声�小友　健太郎�

（国士舘　４年）�
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90

カニコウモリ

　キク科コウモリソウ属の多年草です。四国と近畿

～東北地方に分布し、針葉樹林の林内に自生し、時

に群落も見られます。カニとコウモリという二つの

生物の名前がついて珍しい植物です。葉の形はカニ

の甲羅に似ていること、生い茂った様子はコウモリ

が羽ばたくような形からカニとコウモリの名前が付

いたのでしょうが、一度聞くと覚えやすい名前でも

あります。大きさは60�以上になり、葉の大きさ

も10�以上になる大型の植物です。８～９月頃に

白い小さな小花を縦方向につらなって

数個つけます。

栽培方法　湿気を好む植物なので、常

に湿度を高めに育てます。霧状の水を

回数多く与えるような潅水がよいでし

ょう。花は小さくあまりきれいではあ

りません。花の観賞より斑入り植物と

して葉を観賞するのが一般的です。大

型の花なので小さめの鉢で肥料を控え

めにするなど、小さく育てるよう工夫

してみてください。ちょっと変わった

名前の花なので、１鉢くらい栽培して

みようかなという気になる花名ですね。

◆六聖園（富樫幸子・上関）

　わが家の元気の源になっている太陽みたいな二人。ライバルでも

あり大の仲良しです。菜々美は頑張りやで虫が大好き。妃菜はいつ

もニコニコで抱っこ大好き。

　周りの人たちに感謝の気持ちを忘れず、この恵まれた環境の中で

のびのびと大きく育ってほしいと願っています。

五十嵐　忠さん　陽子さん（上川口）

菜々美ちゃん（６歳）

妃　菜ちゃん（４歳）

 な　な　み

 ひ　　　　な

●７月16日～８月15日までの届出●

平成23年７月末現在　（　）は前月対比

世 帯 数　　2,041世帯（－４）
総 人 口　　6,590　人（－２）
　 男 　　　3,146　人（－１）
　 女 　　　3,444　人（－１）

転入　６人　　転出　５人

出生　３人　　死亡　６人（　　　　　　　　）

ごめい福をお祈りいたします

�今月号は「食」について特集しました。
取材の中で「早寝・早起き・朝ごはん」
というキーワードを何回も耳にしました。
規則正しい生活を送り、きちんと朝食を
摂ることが子どもたちにとって非常に大
切なんだと感じました。
　わが家の場合、私は「早寝・早起き・
ときどき朝ごはん食べず」、かみさんは
「遅寝・早起き・しっかり朝ごはん」、
子どもたちは「遅寝・普通起き・何とか
朝ごはん」、親は「たぶん遅寝・早起き・
がっつり朝ごはん」こんな感じです。
　子どもたちが、しっかり朝食を摂り、
一日を楽しく過ごせるように「早寝・早
起き・朝ごはん」を心掛けていきたいと
思います。　　　　　　　　　　（あ）

お誕生おめでとうございます

航　大ちゃん（男）　辰田新

　　　　　　山口　憲一・ 茜 さん

明　翔ちゃん（男）　高　田

　　　　　　須貝　克也・幸恵さん

仁　映ちゃん（男）　湯　沢

　　　　　　須貝　秀仁・恵理子さん

こう　　だい

めい　　 と

じん　　 あ

大塚　正春　さん　　61歳　　片　貝　

鈴木　芳枝　さん　　86歳　　下　関

佐藤　壽美　さん　　90歳　　安　角


